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日頃の皆様のご支援に心より感謝申し上げます。
世界経済や社会生活に大きな影響をもたらした新

型コロナウイルス感染症も落ち着きを見せ始めてい
ます。行動制約が緩和に向かう中、昨年２月に勃発
した国際的な紛争の影響で原燃料の価格高騰から世
界的なインフレ、加えて日本では円安が企業コスト
の大幅な上昇を招き、国内製造業にとって過酷な年
となりました。

このような事業環境において、当社は原燃料のコ
スト上昇を吸収するトータルコスト低減活動を継続
するとともに、環境に配慮した新商品などの提案を
通じて攻めの販売活動を展開し、市場回復の需要の
取り込みと新たな需要創出を図りました。いまだ楽
観視できる状況でありませんが、新たなスタートを
切った新年度においては、傷んだ収益構造を補強
し、高収益体質の獲得に注力する所存です。社会に
真に貢献する企業を目指し、挑戦を続けてまいりま
すので、引き続き、皆様のご理解とご支援をよろし
くお願い申し上げます。

2023年6月
代表取締役社長 

社会にとって真に価値ある企業へ。
小松マテーレは感動の創造を通じて、
世界を舞台に成長し続けます。

トップメッセージ
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当期の業績とその背景

	 	 	コロナ禍のトンネルからよう
やく抜け出しそうな気配で
す。小松マテ―レにとってど
のような1年でしたか。

佐々木：コロナ禍の影響が残る中で
はありましたが、営業活動は期初か
ら全開で、国内外において積極的な
対面営業を開始しました。その結果、
売上高は前期比2桁の増収を達成し
ました。一方で、国際的な紛争の影
響もあり原燃料、資材価格の高騰か
ら企業コストが大幅に上昇し、収益
が圧迫されました。

期初の計画段階で、これらのコス
ト上昇は見込んでいましたが、予測

を超え、期初のほぼ倍のコスト上昇
幅となりました。

これに対し、販売数量の拡大、
販売価格の見直し、トータルコス
トの削減などで、コスト上昇分の8
割以上を吸収し、さらに関連会社
の事業改善など、当社グループの
総力により営業利益は前期を上回
る着地となりました。経常利益と親
会社株主に帰属する当期純利益は、
今後の為替リスク回避のため未決
済為替予約取引の全部を解約した
こと、および、前期の大きな特益
要因の影響により、前期比で減少
しましたが、いずれも一過性のも
ので今期の業績に影響するもので
はありません。

	 	 	売上げは確かに伸びています
が、国内より海外の伸びの方
が大きい理由は……。

佐々木：売上げの95%を占める繊
維事業は、全体で+12.9%と堅調に
伸長しました。ファッションやスポー
ツ等からなる衣 料ファブリックが
+18.1%と大きく伸び、医療・福祉、
生活関連からなる資材ファブリック
も+1.4%の増加となりました。

国内と海外では、国内が前期比
+2.6%の 増 加 に 対 し、 海 外 は
+31.8%と大幅に増加し海外需要の
取り込みが進みました。海外は、こ
の10年で最高の売上げとなりました。
特に、欧州ラグジュアリーブランド、
北米カジュアル分野および中東向け

2023年３月期業績 会社の対処すべき課題

売 上 高 35,438百万円
①持続可能な社会の実現に向けた環境配慮への取り組み

②海外への事業拡大と開発体制の強化

③コストアップへ対応するための収益構造の改善

営業利益 1,605百万円

経常利益 1,683百万円
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,118百万円

ハイライト
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民族衣装で高い伸び率を達成しました。
海外衣料が伸びた理由は、当社の

付加価値技術を活かした環境配慮型
素材や高機能・高感性素材の提案が
市場のニーズにマッチし、魅力のあ
る素材として受け入れられたことに
よるものです。

資材は成長分野として車輌向けの
開発に取り組みました。現時点でス
ペックイン作業を終え、新年度から
本格生産に移行しましたので、今
後、事業貢献が期待いただけます。

社会の変化を踏まえて

	 	 	“持続可能性”が社会のトレン
ドになっています。小松マ
テーレではどのようにして事
業に取り込んでいますか。

佐々木：当社では環境にやさしい原
料選びとエコで高機能な加工技術の
開発に力を注いでいます。

2022年5月の東京総合展では、
環境対応素材の冠ブランドとして

「mateReco（マテレコ）」を立ち上
げ、同時に環境配慮型の４つの新素
材を発表しました。

これらの新素材には、バイオ由来の
原料や有害化学物質の少ない加工剤

を用いて機能性を付与する、環境に
やさしい加工技術を活用しています。
さらに、これらの加工剤では、これ
まで難しいとされてきた高い機能性
も維持しています。

今後も引き続き、「mateReco」
ファミリーの拡充に努めます。

また、製品の展開とは別に各種環
境認証の取得も進めています。一昨
年、RCS（リサイクル・クレーム・
スタンダード）の認証を取得しまし
たが、本年5月にはブルーサイン(調
達、製造、販売における持続可能な
手法)の認証取得も予定しています。

	 	 	環境への対応も重要になって
います。温室効果ガスの削減、
水の削減、有機化学物質の削
減などの進捗は……。

佐々木：2020年度に策定した「小
松マテーレ・サステナビリティ･ビ
ジョン」に基づき、①気候変動対策、
②循環型社会づくりへの貢献、③
人々の感動の創造、④防災・減災へ
の取り組み、⑤地域貢献と社員の成
長、の5つの行動目標を掲げ、取り
組みを進めています。

①～③の環境課題は2013年を起
点に2030年までに達成すべき目標

を設定しており、「気候変動対策」
ではCO2を46%以上削減、「循環型
社会づくりへの貢献」では水を25%
以上削減、廃棄物を70%以上削減、
有機化学物質を30％以上削減に向け
取り組んでいます。「人々の感動の
創造」では環境配慮商品（mate 
Reco）の売上高50%以上を行動目
標としています。

特にCO2削減は国際的な枠組み
の中で2050年にカーボンニュート
ラルの実現に向けて各国がガイドラ
インを設定して取り組まれていま
す。当社では、工場での省エネ、低
炭素燃料への転換、生産効率化やロ
ス削減を先行し、製造時に低エネル
ギーで加工・生産できる革新的な素
材や設備開発に取り組むマスター計
画を設定し、日本政府の指針である
2030年CO2削減46%の実現を目指
します。地球市民として誠実に責任
を果たしてまいります。

新しい価値を社会に発信

	 	 	コロナ後をにらんだ動きが加
速しています。販売促進につ
ながる展示会なども積極的に
進めているようですが。

トップメッセージ
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佐々木：新型コロナウイルス感染拡
大からの2年間は、イベント・展示
会は開催できませんでした。この1年
は国内外で展示会を再開し、顧客や
マーケットに対して新製品や新技術
を積極的に発表・PRし、大きな手
応えを感じています。

12月に開催した東京総合展では、
製造部と営業のコラボレーションによ
る 社 内 の 技 術 コン テ スト「RE- 
CREATION」を前面に押し出し、
お客様から「新鮮な提案だ」と評価
されました。

今期は、素材提案を充実するた
め、欧米・中国・韓国をはじめ国内
外で、30回の展示会・個展を計画
しています。

変化をリードする人材を育てる

	 	 	成長を占ううえで人材がカギ
とされています。人材採用と
その後の教育にはどのように
対応されていますか。

佐々木：本年は46名の新卒者を採
用しました。将来に備えるためです。

近年、人材を「資本」ととらえ、
その価値を最大限に引き出すことで、
中長期的な企業価値向上につなげる

「人的資本経営」に注目が集まって
います。かつてパナソニック創業者の
松下幸之助氏は、「企業は人なり」
=「物を作る前にまずは人を作れ」
と言われましたが、これが基本だと
考えています。

当社にも教育制度はありますが、
これまでは知識と経験を伝えること
に重きを置いていました。教育は受
け身ではなく、主体的な“学び”と

“実践”が必要です。今、当社では
若手の自主性と主体性を尊重した社
内研修や開発コンテストを展開して
います。自ら学び、考え、発信し、
実践して成果を事業に取り込んでい
く流れの中で、若手社員の成長を図
っています。

	 	 	新たな１年がスタートしてい
ます。今の課題を３点に絞っ
てお聞かせください。

佐々木：1つめは「収益構造の正常
化」です。昨年の原燃料や一般資材
の価格高騰で変動費が上昇し、限界
利益が圧迫され、収益構造が傷みま
した。コスト削減は手を緩めません
が、企画提案・開発力を駆使して高
付加価値化の推進が必要です。量か
ら質への転換がポイントです。

2つめは「中長期の方向性を明確
にすること」。国内と海外を比べると 

“伸びしろ”は海外にあります。ブ
ランドや価値の価格転嫁に対して理
解があり、採算性も高い欧米を中心
とした海外事業の強化を急ぎます。

3つめは「新事業の創出」です。
当社は主力のファブリック事業以外
に環境に貢献する技術開発に取り組
んできました。一例ですが先般、自
治体や企業の排水処理設備から排出
される汚泥を最大100%減容するバ
イオ製剤「ベリフォーマー®」を開発
しました。社会ニーズに沿った有望
かつ高収益な新事業として育てます。

株主の皆様には厳しい事業環境の
中にあって、当社の事業にご理解を
いただき、心より感謝申し上げま
す。引き続きご支援を賜りますよう
重ねてお願い申し上げます。
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私たちが暮らす社会は、環境問題（気候変動）・豪雨や地震などの自然災害への対応・人権問題・さまざまな感染症
など今も数多くの課題を抱えています。

小松マテーレグループは、1999年に地球環境の保全に向けた「環境管理宣言」を策定し、環境保全と環境づくりに
努めてきました。そして、2020年度からはSDGs(持続可能な開発目標)に沿って、グループが目指す取り組みを5つの
項目に整理・統合した『小松マテーレ・サステナビリティ・ビジョン』に発展させてきました。今回は5つの行動目標
から「循環型社会づくりへの貢献」と「人々の感動の創造」における取り組みをご紹介します。

小松マテーレ・サステナビリティ・ビジョン

紹介動画Ⅰ気候変動対策 Ⅱ 循環型社会づくりへの貢献 Ⅲ 人々の感動の創造 Ⅳ 防災・減災への取り組み Ⅴ 地域貢献と社員の成長

目的 重点項目 達成目標(2030年度)
Ⅱ 循環型社会づくりへの貢献

［廃棄物の削減］

・バイオ製剤による排水処理汚泥の減容化

・繊維くずのアップサイクル

・加工方法の変更による廃棄物削減

・�廃棄物(廃棄物量原単
位)を70%削減

・�廃棄物のリサイクル率
(埋立処理削減)を98%
以上に引き上げ

Ⅲ 人々の感動の創造 ・環境配慮商品を拡大する
①� �製品時のエネルギー・水・廃棄物の少ない製品の
開発・拡販（速染糸）

②� �バイオ由来の素材・薬品による製品の開発・�拡販
③� �化学薬品管理を徹底し、有害化学物質の少ない製
品の開発・拡販（非VOC、非フッ素）

④� �抗ウイルス素材の開発・拡販
⑤� �環境負荷低減に寄与する製品の開発

・�売上比率を50%アップ

＜SDGsとは＞  SDGsは、Sustainable Development Goalsの略で「持続可能な開発目標」と呼ばれる。2015年の国連サミットですべての加盟国が合意し、2030年までに「だれ一人取り残さ
ない」社会を目指して、17の目標と169のターゲットを設定している。

＜サステナビリティとは＞ 「持続可能性」と訳される。「維持する」の意味を持つsustainが語源で、自然環境に悪影響を与えることなく、人間の活動が維持・持ちこたえることを表す。

着実な進化を続ける小松マテーレグループの
サステナビリティの実現に向けた取り組み
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具体的な取り組み

●	余剰汚泥の減容化事業に参入
排水処理の過程で大量に発生する余剰汚泥を最大100％削減できるバイオ製

剤「ベリフォーマー®」を開発。この春から本格的な事業化を進めます。
自治体や企業の排水処理施設では、一般的に活性汚泥法により、微生物の力

で排水中の汚れを浄化します。一方で寿命を終えた微生物は自然に分解される
スピードが遅いため、余剰汚泥となり、産業廃棄物として処理されています。

当社では、自社工場で、バイオ製剤「ベリフォーマー®」を処理槽に添加した
ところ、年間4,300トン発生していた余剰汚泥を100%減容させることが実証で
きました。石川県小松市の排水処理施設でも同様に100%の汚泥減容を達成して
います。今後も余剰汚泥のゼロ化を通し、循環型社会づくりへの貢献に取り組
みます。

●	人気シリーズに新ラインアップ「テクノビンテージ®	KK」が誕生
テクノビンテージシリーズに、高い形状記憶性と独特なハリ・コシ感を持つ

「テクノビンテージ® KK」がラインアップしました。お客様の声を受けて、“機
能加工技術との組み合わせ”が容易なポリエステル100%の素材とし、加工時の
工程数を増やさず、化学薬品の使用も抑えるなど環境に配慮しました。撥水、
帯電防止、吸水速乾、抗菌防臭、制菌などの機能が付けやすくなり、ファッシ
ョン、スポーツ・カジュアル、鞄など多彩な展開が可能です。12月の発表前に
欧州や北米の主要取引先に覆面ブランドとして提案したところ、数社からサン
プルオーダーをいただきました。初年度１億円（10万メートル）、３年後５億円

（25万メートル）の受注を目指します。

●	技術コンテストの成果が一堂に「東京総合展	～	鰤
ぶりおこし
起	～	」開催

北陸に冬の到来を告げる“鰤起”。出世魚と呼ばれるブリを誘い出す、雷を指
す季語です。冬の風物詩である“鰤起”にちなんで、12月に東京・原宿のWITH 
HARAJUKU HALLで、「東京総合展～鰤起～」を開催しました。今回は社内の
技術コンテスト「RE-CREATION」から生み出された新作コレクションをメイ
ンに約200点の素材を展示。小松マテーレグループ内の6つの製造部の特色が反
映されたユニークな素材が並びました。生産・技術に携わる技術者の視点と営業
のアイデアを生かした新しい商品の展示は、当社では初の試みとなりました。多
くのお客様に当社の開発意欲とその質の高さをアピールしました。
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韓国・ソウル個展

中国・上海個展

○ 衣料ファブリック部門 売上高 25,644百万円 前期比 18.1％増

衣料ファブリック部門に関しては、国内外において、高感性・高機能素
材、環境配慮型素材の開発と市場導入を進めてまいりました。特に、欧州ラ
グジュアリーブランドおよび北米向けカジュアルウェアが牽引したことに加
え、中東向け民族衣装分野においては市場回復とともに機能商品を積極的に
導入し、前期比大幅増となりました。また、国内向けについても堅調に推移
したことから、当部門全体としては増収となりました。

ドイツ・PERFORMANCE�DAYS

風船をモチーフにしたアウターに

1月に開催されたパリコ

レクションで、日本のスト

リートブランド「doublet�

(ダブレット)」のアウター

に、当社の特殊ラミネート

素材が採用されました。ゴ

ムを生地にしたようなユ

ニークな質感とストレッチ

性はそのままに、高い防水

性と透湿性を兼ね備えた機

能性が魅力です。

環境配慮型素材に関心と期待が

コロナ禍を経て、海外での展示会が再始動しています。アジアでは、韓国・ソウル個展

に続き、中国・上海個展を開催しました。特にソウル個展では、形状記憶素材「テクノビ

ンテージ®KK」やラミネート素材「サイトス®GR」などの環境配慮型素材に注目が集まり、

ファッション・スポーツブランドからは、当社の高次加工に対し高い評価を頂きました。

さらに、ドイツ・PERFORMANCE�DAYSでは、植物の天然成分を配合して染めた「オニ

ベジ®」や「KONBU®」など、全体的にストーリー性があるもの、素材感に特徴がある製品に評価を頂きました。

これからも、海外での展示会を継続し、「KOMATSUブランド」のさらなる訴求を行っていきます。

（単位：百万円）

第108期

25,176

第109期

19,834

第110期

21,707

第111期

25,644

連結業績セグメント別の概況



○ 製品部門

売上高

1,443百万円
前期比 
4.2％減

○ その他の事業

売上高

463百万円
前期比 
1.1％増

Business Report 8※�セグメント別の売上高の集計方法を第109期より変更しております。

資材ファブリック部門に関しては、電材および化粧品用途、雨具などの生
活関連資材の伸びにより、当部門全体として堅調に推移し、微増となりまし
た。

○ 資材ファブリック部門 売上高 7,887百万円 前期比 1.4％増

西九州新幹線の「全周ホロ」にラミネート素材が採用

過酷な気象条件の下、高速で走る新幹線。車両の連結部分を覆う「全周ホロ」には、走行時の

激しい動きにも耐える弾力性と強靭性が求められます。昨年9月に開業した西九州新幹線のN700S

かもめの「全周ホロ」に当社の多層ラミネー

ト素材「DIMA®-3S（ディマ・スリーエス）」が

採用されました。これまでの東海道、山陽新

幹線での採用実績が評価されたものです。

（単位：百万円）

第108期

9,913

第109期

7,317

第110期

7,777

第111期

7,887

（単位：百万円）

第108期

817

第109期

2,531

第110期

1,506

第111期

1,443

（単位：百万円）

第108期

618

第109期

336

第110期

459

第111期

463



36,525

第108期

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：円） （単位：円）

2,152

第108期

32.06

第108期

1,612

第108期

1,375

第108期

15 16

第108期

30,018

第109期

1,916

第109期

42.38

第109期

1,416

第109期

1,810

第109期

第109期

18

31,449

第110期

2,154

第110期

52.26

第110期

1,593

第110期

2,184

第110期

第110期

20

35,438

第111期

1,683

第111期

27.86

第111期

1,605

第111期

1,118

第111期

第111期

35,438百万円

前期比

12.7％増

1,683百万円

前期比

21.8％減

27.86円

前期比

24.40円減

1,605百万円

前期比

0.7％増

1,118百万円

前期比

48.8％減

20円

前期比

2.0円増
Business Report9

○ 売上高 ○ 営業利益

○ 経常利益 ○ 親会社株主に帰属する当期純利益

○ 1株当たり当期純利益 ○ 1株当たり年間配当金

連結財務ハイライト
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当期末
（2023年3月31日現在）

資産合計
47,548

前期末
（2022年3月31日現在）

当期末
（2023年3月31日現在）

負債・
純資産合計
47,548

前期末
（2022年3月31日現在）

負債
11,670

純資産
35,878

負債・
純資産合計
47,600

負債
11,761

純資産
35,839

流動資産
24,480

固定資産
23,068

資産合計
47,600

流動資産
24,252

固定資産
23,348

有形固定資産
6,663

無形固定資産
235

投資　　　　
その他の資産

16,449

現金及び預金
9,573

その他流動資産
14,679

現金及び預金
9,457

その他流動資産
15,023

株主資本
35,458

その他
381

固定負債
4,203

株主資本
34,754

その他
1,123

有形固定資産
6,676

無形固定資産
700

投資　　　　
その他の資産

15,690

流動負債
7,557

固定負債
3,773

流動負債
7,897

当期
（2022年4月1日～2023年3月31日）

売上高
35,438

▼ 売上原価
 28,847
▼ 販売費及び
 一般管理費
 4,985

▲ 営業外収益
 747
▼ 営業外費用
 669

営業利益
1,605

経常利益
1,683

親会社株主
に帰属する
当期純利益
1,118

▲ 特別利益
 0
▼ 特別損失
 200
▼ 法人税等
 362

現金及び
現金同等物
に係る
換算差額

90

当期
（2022年4月1日～2023年3月31日）

営業活動
によるCF 財務活動

によるCF

現金及び
現金同等物
の期末残高

現金及び
現金同等物
の期首残高

投資活動
によるCF

1,8181,818

△ 214

1,808△1,808

9,571 9,457

○ 連結貸借対照表の概要（単位：百万円）

○ 連結損益計算書の概要（単位：百万円） ○ 連結キャッシュ・フロー計算書の概要（単位：百万円）

連結決算概要



【表紙の写真】
ファブリックラボラトリー「fa-bo(ファーボ)」にある当社のファブリックアーカイブ
です。当社が1980年から現在まで開発してきた約5万点の生地サンプルが並びます。
これらの生地はファッション性と独創性にあふれ、世界のトップブランドにも採用され
てきました。
当社のアイデアと加工技術を詰め込んだ空間は、生地がつくられたその時その時のトレ
ンドが感じられ、新たな開発のアイデアを探る場所としても活用しています。

金融機関
13,479千株
（31.24%）

自己株式
2,983千株（6.92%）

証券会社
469千株（1.09%）

個人その他
7,963千株
（18.46%）

外国法人等
6,479千株
（15.02%）

その他の法人
11,764千株
（27.27%）

発行済株式総数

43,140,999株
株主数

5,808名

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月開催
基準日 定時株主総会・期末配当　3月31日

中間配当　　　　　　　　9月30日
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話照会先 0120-782-031
URL https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/
1単元の株式の数 100株
公告の方法 電子公告（当社ウェブサイトに掲載）

https://www.komatsumatere.co.jp/ir/investor/
※事故やその他やむを得ない事由が生じた場合、日
本経済新聞に掲載して行います。

上場証券取引所 東京証券取引所　プライム市場

住所変更、配当金受取方法の指定・変更、単元未満株式の買取・買増等について
株主様が口座を開設されている証券会社等にお申し出ください。また、証券会
社に口座を開設されていない株主様は、特別口座の口座管理機関の上記電話照
会先にお申し出ください。なお、単元未満株式の買取・買増の当社にかかる手
数料はいずれも無料となっております。

大株主（上位10名）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
東レ株式会社 3,749 9.33%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,507 8.73%
THE SFP VALUE REALIZATION MASTER FUND LTD. 2,891 7.20%
株式会社北國銀行 2,001 4.98%
小松マテーレ松栄会 1,629 4.05%
日本生命保険相互会社 1,284 3.19%
株式会社北陸銀行 1,263 3.14%
三井住友信託銀行株式会社 1,230 3.06%
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 960 2.39%
THE CHASE MANHATTAN BANK, N.A. LONDON 
SPECIAL OMNIBUS SECS LENDING ACCOUNT 934 2.32%

※持株比率は自己株式を控除して計算しております。

所有者別分布状況

https://www.komatsumatere.co.jp/

役員　2023年6月23日現在
代表取締役社長 佐々木久衛 社外取締役 大西　　洋 監 査 役 米澤　和洋
代表取締役専務 中山　大輔 社外取締役 山下　修二 社外監査役 根上　健正
常 務 取 締 役 松尾　千洋 社外取締役 佐々木康次 社外監査役 坂下　清司
常 務 取 締 役 小川　直人 社外取締役 堀内　節郎
取 締 役 米谷　俊泰

会社の概況
商 号 小松マテーレ株式会社 大阪営業所 大阪府大阪市北区梅田2丁目2番22号
設立年月日 1943年10月8日 （ハービスENTオフィスタワー8階）
資 本 金 46億8,042万円 東京営業所 東京都中央区銀座3丁目10番６号
本 社 〒929-0124 （マルイト銀座第３ビル４階）

石川県能美市浜町ヌ167番地 北陸営業所 石川県能美市浜町ヌ167番地
本社製造部 同 上 （小松マテーレ株式会社 本社2階）
美川製造部 石川県白山市鹿島町1号7番地1

グループ会社
小松美特料（蘇州）貿易有限公司 中国・江蘇省蘇州市 インターリンク金沢株式会社 石川県金沢市
株 式 会 社 コ マ ク ソ ン 石川県能美市 吉 田 産 業 株 式 会 社 福井県鯖江市
株式会社コマツインターリンク 石川県能美市 株 式 会 社 セ イ ホ ウ 栃木県足利市

株式情報

会社情報


